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　サラームの前号で呼びかけた食糧支援募金。
　皆様のご協力のおかげで、巡礼月のお祝いに合わせ、
9月初めにバールエリアス地域に暮らすパレスチナ系シ
リア難民820世帯（約5,000人）に食糧（写真右、日
常食品を中心に大豆、米、レンズ豆、パスタ、砂糖、
お茶、肉缶、ツナ缶、サラダ油、タイム、トマト缶、チ
ーズなど約4,500円相当）を配布できました。改めて
お礼を申し上げます。
　バールエリアスは、レバノン内陸部に位置し、ベイル
ートとシリアのダマスカスを結ぶ幹線道路上にあるた
めシリア難民が多く、地元民より難民のほうが多いと言
われています。当会は、この地域で越冬支援を続けて
きました。その中で、「支援に格差がある。多くの団体
や外国政府はシリア人難民を支援しても、同じようにシ
リアから避難してきたパレスチナ人難民への支援はほ
とんどない。我々は見捨てられた存在だ」という訴えを
聞き、今回食料配布を行いました。
　配布当日は開始時刻前から会場前には長い列がで
きました。国連から食糧支援として一人あたり1月に約

2,500円があるものの、レバ
ノンの物価は非常に高く、多
くの家族が食費を切り詰め、
80% 以上の家庭が一日一
食、あるいはパンやジャガイ
モだけを繰り返し食べてい
るのが現状です。

　夫を2日前にがんで亡くした女性は、本来なら服喪の
ため3日間は外出できませんが、世間の目を気にする
余裕もなく食糧を受け取りに来ていました。配布スタッ
フが事情を察し、近隣住民が食糧を届けることを約束
してすぐに帰宅させました。日々の食糧確保が非常に
困難で今回の配布がどれだけ重要であったか、このお
母さんの行動から伝わってきました。
　写真上の親子は、25歳の母と1歳、3歳の子ども。夫
はシリアで腕を負傷し、片方の腕が麻痺して動きませ
ん。2013年にレバノンに避難してきて以来、仕事も見
つからず、夫はずっと家に閉じこもっています。この日も
夫は食糧を運ぶことができないので、母子で配布会場
に来ていました。「婚約中に内戦が始まって夫が負傷
し、レバノンへ避難してきました。幸せな結婚生活を
思い描いていたのに、内戦で全て失われました。今回、
食糧配布があると聞いて飛んでました。早く来ないとな
くなってしまうと思ったから。こんなにたくさんもらえて
助かります。」
　「子どもたちに期待することは何ですか」と聞くと「私
のような人生を送らないこと。食糧や衣服に困らないよ
うな平和な人生を歩んでほしい」。戦争により生活が劇
変し、「普通」の生活を奪われた家族。衣食住に毎日
心を悩ませながら、少しでも前にすすめるように、少し
でも子どもたちが笑顔でいられるようにと日々奮闘す
る家族の思いを痛感します。
（なお今回の配布は、ワーベル難民キャンプより状況の厳しいバールエリ
アス地区を優先しました）
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